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周作人における「趣味」の内実

ャ谷
り
鳥

はじめに

周作人 (1885-1967)は中国紹興生まれの文学者である。

日本軍が1937年から北京を占領した際、南下することなく

北京にとどまり、愧儡政権の要職に就いたため、戦後「漢

奸」（民族の裏切り者）として投獄された。そのため、現代

中国においてもその研究は、未だタプーとされるところが

少なくない。

周作人は1906年22歳の時に日本留学を果たし、それ以降、

兄魯迅と共に約6年間の東京生活を体験し、日本文化に強

い関心を示した上、それを積極的に受容している！。この青

年期の留学体験は、後の彼の文学創作活動や文体の選択、

生活の実践に大きな影響を与えた。彼は自分が住んだ都市

をいずれも「第二の故郷」と呼んだが、特に東京と北京に

ついて強い愛着を抱いていたg帰国後も、日本の書籍や新

聞を読み、日本人作家達が、北京の周邸「苦住庵」を訪れ

るなど、周作人と「日本」との関りは生涯に渉っている。

従来、周作人と日本文化に言及した論考はいくつか見ら

れるが、特に日常生活を描いた作品に関して、詳細に検討

を行ったものは管見の限りほとんど見られない。これは、
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人々の注意が主として、中国新文学における彼の貢献、あ

るいは時局的な談論に向いているからであろう。しかし、

彼の得意とする文学形式が「小品」の短編形式の散文であ

り、「日常生活」という非常に身近なものをテーマとしてい

ることから、こうした点に注意を払う必要がある。実際に

1917年からの北京生活開始以降、五四文学運動を経て、1924

年頃から都市に取材した「小品文」を次々と生み出し、こ

の形式を彼は晩年まで堅持し、使い続けた3。時代はくだっ

て、 1930年には上海で林語堂主編の小品文雑誌 『論語」が

発刊され、これが小品文運動への契機となり、「ユーモア小

品文」として系統だった文体の一つとして結実をみること

となった。中国新文学において最も大きな発展を遂げたと

される「散文」と、ほぼ同様の位置に存ずる文体と考えら

れる「小品文」は、裏を返せば、文体としてのその定義が

曖昧模糊としており判然としないことを意味している 40

このように、文学史的視座に立てば、「日本研究店」とし

ても知られる周作人の初期「小品文」への詳細な検討は、

複雑に変遷する周作人思想の一端を抽出する上で有効であ

が。周作人の小品文（小品散文）について、銭理群や伊藤

徳也尺郁達夫八そして諸研究者が、彼の散文の芸術性、個

1 魯迅と共同で翻訳集「域外小説集」（東京神田印刷所、 「第一冊」1909年3月出版）、 「現代日本小説集j（会稽周氏兄弟訳、 1923年7月出版）

を出版するなど、当時の日本思潮や被圧迫民族を中心としたヨーロッパ諸国の文学作品をいち早く中国に紹介している。

2 周作人にとっての「東京」とは、総じて「日本」を意味していたことを強調しておく。彼は五四時期に、知識人階層にあった人々と同様に

世界主義の立場をとるが、それは青年期の日本留学という実体験に依拠するところが大きいのは既に広く知られている。周作人は東京におい

て、国家や都市という枠組みを越えて世事を見つめる眼差しを培い、 1909年には日本人羽太信子と恋愛結婚をしている。具体的な彼の評言と

して、周作人 「懐東京」 (1936年9月「宇宙風j25期）に次のような一文がある、 「我的東京的懐念差不多是対日本的一切観察的基本」。自身

を 「日本研究店」（※一時閉店する時期もある）と称して、日本に関する言説を残すが、その多くが東京を中心としたものである。周作人が

留学した明治末期、東京が日本の首都として、政治、文学、メディアの中心地であり、彼の生活した東京が「日本」を意味していたことは半

ば当然なことであった。また、彼は約 6年間の東京留学中、東京以外を一度も国内旅行することがなく、特に現文京区一帯を兄と共に散策す

ることを日課としていたことが、彼の日記や随筆からわかる。

3 銭理群や伊藤徳也は、周作人が1924年を境に、思想や人生哲学などを大きく転向させたことを指摘している。銭［周作人伝j北京十月文芸

出版社、 2001年。伊藤「小品文作家周作人の誕生と雨の日の心象風景」 「東洋文化J77号、東京大学東洋文化研究所、 1997年等参照。
｀ 銭理群は「周作人論J（上海人民出版社、 1991年）において、小品文について次のような説明をしている、「五四散文又称小品文、或小品散
文、も的一個来源是英国的随筆。」（同、 196頁）

5 趙京華（「周作人と日本文化」一橋大学博士学位論文、 1998年参照）は周作人の生涯の思想の変遷を大きく次の 3つの時期に分けている。

20年代：フレーザー（英、 1854-1894)の人類学とH・エリスの性心理学受容、 30年代：儒教回帰と柳田国男の民俗学への関心、 40年代：原

始儒教に対する意見の変化。周作人の思想は、時局の変遷からの影響の他に、個人の性分や実体験等も複雑に関係しているわけで、上記の如

く年代順に判然と分頷することには、まだ議論の余地があるだろう。

6 注3参照。

7 郁達夫「中国新文学体系 ・散文 2集・導論j上海良友図書公司出版、 1935年。察元培等「中国新文学体系導論集j上海書店影印、 1982年、

201-222頁参照。
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鳥谷まゆみ

性、「閑話」等の趣味的要素を現すタームを用いて分析を試

みている％鳥谷は過去に「周作人与日本文化ー以飲食文化

為中心」 (2005戸と題して、周作人の文化思想の構築過程(20

年代中心）の視点から、東京と北京の食文化への彼の体験

をもとにした記述を分析したことがあるが、それは充分で

はなかった。そこで本稿では、周作人の特に小品文につい

て細かに再度検討を加えることで拙論の補遺としたい。併

せて、周作人の文学創作における思想の基軸を、先行研究、

そして周作人自身もにたびたび使用し、彼の文体選択の

キーワー ドと推測される「趣味（原文）」に置き、その内実

を明らかにしたい。

1.周作人の「趣味」

周作人は、現実社会である北京の日常の中で、日本の生

活に思いを馳せながら、自分が理想とする生活を求めてい

た。それは1924年に周作人が発表した広く知られる「生活

之芸術」 (1924) IOに見ることができる。「生活之芸術」は、

1924年11月17日発刊の週刊文藝雑誌『語絲』の第一面を飾っ

た文章で、周作人がイギリス性心理学者ハヴェロック ・エ

リス（以下H・エリス）に傾倒して、エリスの強い影響の

下に書かれたものである。この観点からの先行研究は既に

幾つか見られるので、ここでは特にそれらを取りあげない

がII、彼の「生活之芸術」には、五四文学革命運動後に、一

定の境地に至ったことが窺える重要な箇所があるのでここ

で特に引いておく。

「生活之芸術只在禁欲与縦欲的調和」

（生活の芸術は、ただ禁欲と縦欲の調和にのみある）

「生活之芸術、其方法只在於微妙地混和取与捨二者而己」

（生活の芸術、その方法はただ取と捨の二者のみの微妙

に混和することにある） （鳥谷訳）

後者の引用は、 H・エリスの言葉を周作人がそのまま引

いたものだが、これらの簡明な言葉からは、彼がエリスの

言葉を全面的に受容していたことを表すのはもとより、日

常生活を如何に芸術的に営むことに執着していたかが窺え

よう。また、中国語の「調和」や「混和する」とは、訳出

した通り、「混じりあうこと」、つまり、融合を意味するが、

周作人はこうした語彙を多用する習性があるようだ。

周作人のこうした傾向は、彼の深層心理を成す一種趣味

的な側面を浮かび上がらせていると言えるのではないだろ

うか。彼と深い交流があり、たびたび書簡を交わしていた

松枝茂夫は、前述の 『語絲」を魯迅や孫伏園 (1894-1960)

と共に創刊する前後の周作人の小品文について、「俳文を思

わせるような趣味豊かな優れた小品文を多く物し、閑適高

雅な境地を見せた」と指摘している 12。文中の「趣味」が、

閑適や高雅の意味を含むことは容易に想像がつく。

では、松枝も指摘する「趣味」の内実を構成する他の側

面とは如何なるものであったか。 1935年に発表された周作

人「笠翁与隋園」 (1935)13では、周作人にとって重要なキー

ワードといえる「趣味」について次のように具体的な語彙

を挙げて説明している箇所がある。

「我恨看重趣味、以為這是美也是善、而没趣味乃是一件

大壊事。這所謂趣味里包含着好些東西、如雅、拙、撲、

澁、重厚、清朗、通達、中庸、有別摺等、反是者都是

没趣味。」

（私は非常に座墜を重視する。これこそ美であり善でも

ある。また没趣味はひとつのたいへん大きな悪いこと

であると思う。この所謂趣味の中には、幾つかのよい

ものを含んでいて、上品で美しい（雅）、ったない（拙）、

質素（撲）、好みや心がけの派手やかさがなくて趣味あ

ること（澁）、清く朗らかなこと（清朗）、物事を明ら

かに心得ていること（通達）、中正の道、凡庸（中庸）、

識別と選択（別摺）である等の如きであり、これに反

するものはすべて没趣味である。） （鳥谷訳、下線）

周作人にとって、「趣味」こそが重要なのである。そして、

彼の独自の意見とする上記のような趣味の定義から外れれ

ば、「没趣味」であるとし、たいへん悪いことであるとまで

言い切る。しかし、この箇所はあまりにも簡潔な評言であ

るため訳出しにくく、彼の深層心理であるはずの「趣味」

の意味は抽象的で総括的感すらあり、判然としない。そこ

で、周作人の伝記的事実として、既に知られる彼の思想形

成に深く関与した日本文化の記述を切り口として、「趣味」

の側面について以下に考察していきたい 140 

8 銭理群「関於周作人散文芸術的断想」「江海学刊」第3期、 1988年。王向東「文体、材料、趣味、個性ー以周作人為代表的中国現代小品文

与日本写生文比較観」「魯迅研究月刊j第四期、 1994年。 呉晩東「論中国現代散文的 「閑話」和 「独語」」北京大学修士学位論文、 1991年等。

， 鳥谷真由美「周作人与日本文化一以飲食文化為中心」 「魯迅研究月刊J北京魯迅博物館大象出版社、 2005年12月。
10 周作人「生活之芸術」 1924年11月17日 「語絲」第 1期。

II 小川利康「周作人とH・エリスー1920年代を中心に」早稲田大学大学院「文学研究科別冊」第15集、文学芸術学編、 131-144頁、 1989年。

12 60号中国文学研究会、 1940年。引用は「松枝茂夫文集第 2巻J研文出版、 1999年、26頁。
下線は鳥谷。

13 周作人「笠翁与随園」 1935年9月6日「大公報 ・文蘇」第4期。引用は 「苦竹雑記」岳麓書社出版、 1987年、56-64頁。

＂ 趙京華「尋探精神家園一周作人文化思想与審美追求」中国人民大学出版社、 1989年参照。
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周作人における「趣味」の内実

1 - 2. 日本文化

周作人「喫茶」 (1924) 15には、日本文化の芸術的側面を

端的に評言した次のような箇所がある。

「忙里倫閑、苦中作楽。〔中略〕在不完全的現世享楽一点

美与和諧、在刹那間体会永久、是日本之「象徴的文化」

里的一種代表芸術。」

（忙裏に閑を倫み、苦中楽を作す〔中略〕不完全な現世

においてわずかの美と和諧とを享楽し、刹那の間に永

久を身にしみて感じ得るのであり、これが、日本の「象

徴的文化」中の一種の代表芸術である。） （鳥谷訳）

「忙裏に閑を倫み、苦中楽を作す」という、禅の境地を窺

わせるかの如くの評言が言い得て妙である。こうした日本

の「象徴的文化」の中に芸術一つを見出す周作人の感受性

の深さは、彼の個性として眼を引く。

また、「苦中作楽」について、周作人研究者銭理群は、周

作人「苦雨」 (1924) 16を例に挙げて、次のように指摘して

いる。「（周作人は一鳥谷注）雨ひとつに自分の主体的な感

性を注ぎ、「喜」というロマン主義的思考で以って現実の平

凡な生活中の「苦」を、「苦中作楽」という生命体験として... 
の「喜」と捉えたとし、それは一種の貴族的な精神による

評言である」 17。この「貴族的」という評言は、周作人の初

期作品の代表格に挙げられる「人的文学」 (1918)18、「貴族

的与平民的」 (1922)19等に対応してのものであり、その具

体的意味は正に「平民」と対峙的位置にある「貴族」を意

味していよう。その上で、銭氏は「周作人論J(1991)にお

いては、「（周作人の一鳥谷注）「趣味」とは一種の人生態度

と審美的情趣の統一であり、人生価値の評定と審美的事物

の追求の統一であり、そして、人としての風格と文章の風

格の統一である。」 20と書いている。この分析と評言は、確

かにそうであろうが、抽象的で性急な総括的議論のように

15 周作人「喫茶」 1924年12月29日「語絲J第7期。「雨天的書」所収。

思われ、やや説得力に欠けるのではないだろうか。この議

論には、日本文化に対する言及が無い。銭氏自身も、上記

の一文の後で、日本文化の一つである俳文の境地への言及

を試みているが、それは至極僅かで、表面的な記述に留まっ

ている。周作人の日本文化の実体験、もしくはその記憶ヘ

の言及は必要不可欠であろう。

岡倉天心 (1862-1913) 「茶の本」 (1906炉は、拙論「周

作人与日本文化」22でも取り上げたが、茶道の心や儀式を描

くことにより、日本文化を論じた書籍であり、前述の周作

人「喫茶」の中でも同書へ言及した箇所がある汽周作人の

日記や蔵書目録によれば、彼は実際に同書を1924年11月27

日に北京飯店で購入していて24、1944年に方紀生が中国語

訳を出版する際には、同書に序文を寄せており、周作人と

は深い関わりがある書籍と言える。「茶の本jの中で、天心

は茶をたてる行為と、その過程に「真の美」が必ず存在す

るとし、続けて次のように言う。

「（茶の宗匠は一鳥谷注）生花に接する正しい精神を教え

てくれた。彼らは、人間は生来簡素を愛するものである

と強調して、人情の美しさを示してくれた。実際、彼ら

の教えによって茶は国民の生活の中にはいったのであ

る。」 25

茶が日本人の中に深く浸透していて、そのため、日本人

は自然を愛で、簡素さを好む。周作人が日本の生活を体験

して、そうした日常生活の簡素さを好んだことは、彼が晩

年に書いた留学時代の回想文にも見える呪簡素という語

句一つで日本の生活や、日本人の気質、人情の全てを説明

することはできないが、この簡素という言葉を先の「笠翁

与隋園」に見た周作人の 「趣味」の一端を表す評言として

考えることは可能である。

さらに周作人における日本文化についての考察を深めた

16 周作人「苦雨一致孫伏園」1924年7月22日「晨報副鍋」。「雨天的書」所収。

” 銭理群「二 凡人的現実之「苦」与生命体験中的超越之「喜」ー読「苦雨」」「読周作人」天津古籍出版社、 2001年、 7-9頁参照。訳、傍
点は鳥谷。

18 周作人「人的文学」 1918年12月15日「新青年」第5巻第6号。初め「点滴」に所収され、後に「芸術与生活j所収。

19 周作人「貴族的与平民的」 1922年2月19日「晨報副鋼」。「自己的園地j所収。

20 銭理群「周作人的散文芸術」「周作人論」上海人民出版社、 1991年、 207-208頁。原文は、「「趣味」是一種人生態度与審美情趣的統一、是

人生価値評定与審美追求的統一、是為人的風格与作文的風格的統一。」

21 岡倉覚三（岡倉天心）「Bookof teaJ Fox Dafield社（米） 1906年。「茶の本」岩波書店、2003年8月参照。
22 注11参照。

23 周作人「北京的茶食」と天心 r茶の本」の一節の、まるで同様の境地とも受け取れる文章を参考までに挙げておく。周作人「茶を飲むに
は瓦屋紙窓の下にてあらまほしきもの、清泉のごとき緑茶を、素雅なる陶姿の茶器を用いて、二三の人々と共に飲み、半日の閑を得なば、十

年の塵夢に抵るべしである」（松枝茂夫訳）。天心「まあ、茶でも一口すすろうではないか。明るい午後の日は竹林にはえ、泉水はうれしげな

音をたて、松籟はわが茶釜に聞こえている。はかないことを夢に見て、美しい取りとめのないことをあれやこれやと考えようではないか」。

“ 魯迅博物館蔵「周作人日記（影印本）」大象出版社、 1996年参照。
” 岡倉覚三「茶の本」（前掲） 85-86頁。
26 周作人「留学的回憶」 1943年1月6日作。「留日同学会季刊J1943年初出。 「薬堂雑文」 河北：教育出版社、 2002年、 99-104頁参照。
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い。日本の菓子、羊羹や草餅について「菓子は日本の菓子

が形が良くて美しいし、又うまい。」と内田誠(1893-1955)

が周作人のコメン トを回想しているが27、一体周作人の考

える日本の菓子に見出した「日本文化」とは具体的にどの

ようなものであったのか。

周作人「北京的茶食」 (1924)28の冒頭に五十嵐力 (1874-

1947)の 『我が書翰J(1916) 29に見える菓子についての一

文が引いてある。五十嵐が言うには、良い菓子とは舌の上

ではそれぞれの材料の区別もつかないほど、味が融合され

ていて美味しいとのことである。周作人はそれを、江戸250

年の栄華の賜であると認識し、日本に「享楽的な風流余韻」

が今日まで脈々と伝わっていることに関心を寄せる。日本

の菓子は、自然で素朴な素材である豆や米に人の手が加わ

り、上品で美しく （「優雅な形と色」）作られていて、茶菓

子 としての資格を十全に満たしているから良いというわけ

である。つまり 、日本の菓子が、優雅と素朴という、一見

別のものを上手く融合していて、両者を等しく併せ持って

いるので良いと周作人は考えている。そもそも、菓子は嗜

好品である。それゆえ、彼が菓子を例に「享楽的な風流余

韻」と表現している点か ら、周作人の風流に富んだ閑適な

境地が見てとれよう。そして、また周作人は日常生活には、..... 
菓子のような「日用必需品」とは言えないものも必要であ

ると主張する。彼は、嗜好品と日用必需品に代表されるよ

うな、対峙的事物が日本文化には同時に存在していること

に感動を覚え、それを強調していると考えられる。

次に、周作人が日本で体験した生活やその彼の回想から、

日本文化の側面を窺うことにする。当時多くの清末留学生

が日本に来た際、寝台がないというので押入れに寝たり、

畳にじかに座れず椅子を使うなど、なかなか生活に馴染め

ないでいる一方で、彼は「私たちの東京生活は完全に日本

式だった」と、前述の「留学的回憶」 (1943)の中で回想し

ている。日本の部屋は通常畳が敷かれているだけの簡素な

もので、小さな台を置けば食事もできるし、物を書くこと

もできる上に、布団を広げればすぐに休むことができる、

こうしたいたって簡単な家屋様式は中国には無いが、実に

快適だったとも彼は回想している。彼の伴侶が日本人で

あったことも少なからず影響しているだろうが、周作人が

日本式の生活を好んでいたことは間違いない。

「留学的回憶」のなかにはまた、次のような興味を引く

ー文がある。「生活から体験してかからねば、日本のことは

深くはわかるはずがない」。清末留学生の多くが、近代化を

遂げた日本とその日本を介してヨ ーロ ッパの先進科学や文

化に注意を払い、それを習得しようとするのに躍起になっ

ていた中で30、周作人は日本の日常的な生活風景に興味を

抱いていたのである。日本の明治維新に遅れて、中国も近

代化を遂げつつある中、周作人は日本を体験したのちに北

京での生活を始めている。その直後の1920年代の彼の文化

観は、日本文化との出会いによる衝撃と興奮の余韻が多分

に温存されていたことだろう。この点で、周作人の20年代

の文化観の基軸は、彼の実体験に基づいた日本の記憶、及

び日常生活にあったといえる。

2.北京の菓子ー文化批判

周作人の著作には、自身が住まう北京の文化批判ともと

れる言説が幾度かみられる。例えば、再び 1.で見た「北

京的茶食」 (1924)31の中では、適当にあちこちの菓子屋の

ようなものに入ってみて少しずつ買っては食べてみるが、

これまで一度もおいしい菓子を買い当てたことがない、と

嘆きにも似た言葉をもらす。さらに、続けて次のように言

う。

「北京党是没有好的茶食、還是有而我何不知道咤？〔中

略〕総覚得住在古老的京城里喫不到包含歴史的精錬的

或類廃的点心是一個恨大的鋏陥。北京的朋友『1、能多句

告訴我両三家倣得上好点心的鋳鉾鋪歴？」

（一体全体北京には結局良い菓子がないのか？それとも

私たちが知らないだけなのだろうか？ 〔中略〕いつも

思うのだが、古い北京城内に住みながら歴史を有し堕

錬された或いは類廃的な菓子を食べることが出来ない

のは一つの非常に大きな欠陥である。北京の友人たち

よ、私に二、三軒でも良い菓子を作ることができる店

を教えてくれないか？） 32 （鳥谷訳、 下線）

27 内田誠 「嘉湖細貼」方紀生「周作人先生のことj光風館、 1944年、 193頁。

28 周作人 「北京的茶食」1924年3月18日「晨報副刊」巻五。「雨天的書」岳麓書社出版、 1987年参照。

29 従来、五十嵐力「我が書翰jの書陣情報等の詳細は、確詔されていなかった。しかし、今回筆者は同書を国立国会図書館のマイクロフ ィッ

シュで確認することが出来たので、以下にその詳細を記しておく。五十嵐力「我が書翰J至文堂書店、 1916年出版。 「序」に、 「此の書は私が

この両三年来人に上げた手紙の古物であります。」 とある。周作人が取り上げた五十嵐の菓子への言及部分は、その内容から、同書の191-201

頁「文展と空也」であることが推測できる。

30 さねとう けいし ゅう「中国人日本留学史j（くろしお出版、 1970年） によれば、 1901年以降、 清政府の日本留学生政策の強化により、 日

本留学中国人は激増した。魯迅が来日した1902年には総数600余名、 1905年（日露戦争後の中国科挙制度廃止年）、その総数は一気に8000名に

達している。その後、 1907年を境に留学生数は減少していった。

31 注28参照。

32 周作人「雨天的書」（前傾）46頁。

58 



周作人における「趣味」の内実

引用文は、 表面上、日本体験をもとに北京の飲食文化に

ついて愚痴を言っているだけのようだが、筆者にはその背

後に知識人周作人ならではの一種のアイロニーが認め られ

るように思う。下線部の「精錬された」、 「類廃的」という

語句は、その語彙からして菓子の説明には到底そぐわない

のは一目瞭然であり、反語の名手である周作人の作為の跡

が見える。また、ある食べ物について、文句や不満を言う

ことは至極日常的なことのように捉えられるかもしれな

い。しかし、周作人が性食の二大欲求に強い関心を寄せて

いたことからも 33、北京の菓子を「まずい」と批判するのが、

日本への憧憬の念ゆえである、と単純に考えるのは早計過

ぎるように思われる。実際に当時の北京の食とは、どのよ

うな様子であったのだろうか。

『北平旅行指南j“は1935年に出された小説家の張恨水

(1895-1967) が査定を施し序文を書いた北京のガイド

プックである汽これには現在でも有名な観光地である琉

璃廠の酸梅湯、および今はない地名だが、肉市の全緊徳

――この店は現在までに残るたいへん有名な北京ダック店

であるが と言った著名な店の名前が連なる。さらに、

随筆集『北京乎J(1992) 36から も、 1919年から約30年間の

北京の食品だけではない様々な風景を窺い知る ことができ

る。同書にある作家らの北京の飲食に関する記述について

は、筆者が別稿で触れたのでここでは特に挙げないことに

する”。このほか「魯迅日記」 38や、明清時代の北京に関す

る書籍、例えば 『帝京景物略j39、『燕京雑記j40、「日下旧

聞考j41、『中華竹枝詞集」に見える「草珠一串ー竹枝ー0

八首 ・商賣」“には、「ワンタン」や「鶏麺」、「水餃子」な

ど、文化古城と称された北京には古くから時代を越えて美

味い食品が豊富に存在していたことが記されている。その
．．．．． 

好品の菓子を例にとって、周作人は意図的に北京の文化批

判をしていたことが確認できる。

3.近代知識人としての眼差し

周作人「日本的人情美」 (1925)“は、先に見た「喫茶」

(1924) を書いた翌年の1925年、日本が帝国主義への一途

をたどる最中に発表された作品である。

「我伯要硯日本、不要去端相他那補福雙刀的尊容、墾豊

去看他在那里吃茶弄草花時的様子紺能知道他的慎面

旦、雖然軍装時是ー副野相。」

（私たちが日本を見るには、彼らの両刀差しのご尊顔な

ぞをしげしげと見るよりも、彼らが茶を飲んだり草花

をいじっている様子を見るのに限る。軍装の時はいか

に野蛮げな表情の相手と雖も、真面目はこうしてやっ

と知ることができるものである。） （鳥谷訳、下線）

周作人は戦争勃発の脅威の局面の際に、先ず真の日本を

知る必要があると、中国国内の読者に示唆している。これ

は、「日本研究店」と自称していた周作人ならではの思想態

度の現れである。飲食や草花といった身近な日常の風景に

注目 しようとする姿勢は、中国近代知識人の中でも、特に

周作人に際立ち、注目に値する。

周作人の思想態度をさらに具体的に表明した「日本輿中

国」“が、同年10月3日に書かれている。このエッセイは、

近代知識人としての彼が見た日本と中国の「文化」を考え

る上で、非常に重要であると考えられるため、やや長いが

その一部を引用しておく。

「中国在他独特的地位上特別有了解日本的必要典可能、

但事実上却並不然、人家都軽蔑日本文化、以為古代是

33 周作人は「礼記」「飲食男女、人之大欲存焉」（飲食男女、人の大欲ここに存す）を、 1907年に初めて引用し、以降長年にわたってたびた

び自分の作品の中で引用を繰り返している。

34 馬正痒編、張恨水査定「北平旅行指南j経済新聞社、1935年。「老北京旅行指南J再植字版（重印本）燕山出版社、 1997年参照。同書には

「平民食品」の項目があり、「平民食品打油詩（附図）」と題して様々な食品についての打油詩が載せられている。未だ体系的なガイドプック

がなかった 2、30年代の北京の情景を知る上で、同書は資料的価値があるといえる。

35 20年代には、既に何人もの日本人作家が北京を訪れており 、芥川龍之介「馬の脚」（初出「新潮」 1925年 1、2月号）、「貝殻」（「文芸春秋J
1927年 1月号）、 南部修太郎「阿片の味」（「文胚市場j1926年 6月号）など。日本人作家の描写から、当時の北京の風景を窺い知ることがで

きるものも少なくない。

36 姜徳明編「北京乎j北京三聯書店、 1992年。 1919年から1949年の北京情景を描写し、計74名にも及ぶ作家の121篇所収した随筆集。

” 各作家の具体的描写については、拙稿 「周作人与日本文化ー以飲食文化為中心」（前掲）注釈9参照。
38 蟹 (1915年 9月10日）・「張協和」の栗 (1913年9月18日）

京風土」文史史料出版社、 1982年参照。

39 〔明〕劉個、 干突正「帝京景物略J上海古籍出版社、 2001年参照。
40 〔清〕周光培編「燕京雑記一清代筆記小説四十八J河北教育出版社、 1996年参照。
“ 〔清〕子敏中編簗「日下旧聞考」北京古籍出版社、 1981年参照。

“ 〔清〕得碩亭「草珠一串ー竹枝一〇八首・商賀」 (1817年）雷夢水、濯超、孫忠鈴、鎚山編 「中華竹枝詞集j北京古籍出版社、 1997年、 145

頁参照。

“ 周作人「日本的人惜美」 1925年 1月「語絲」第11期。

“ 周作人 「日本興中国」 1925年10月10日 「京報 ・副刊」第394期。引用は、「談虎集」上海書社影印出版社、 1987年、 495頁。
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模倣中国、現代是模倣西洋、不値得一看板。日本古今

的文化誠然是取材於中国典西洋、却経過一番調剤、成

為他自己的東西、正如羅馬文明之出於希臓而自成一家、

所以我側尽可以説日本自有他的文明、在芸術輿生活方

面最為顕著、雖然没有什歴哲学思想。」

（中国にはその独特の地位において特に日本を理解する

必要と可能性とがある。しかし事実はかえってそうで

はなく、人は皆日本文化を軽蔑し、古代は中国を模倣

し、現代は西洋を模倣しているに過ぎず、一見の値打

ちもないくらいに思っている。なるほど日本古今の文

化が、中国と西洋に取材しているのは本当であるが、

ー通りの調整を経て、それを日本が自分のものとした

のは、まさに ローマ文明がギリシャ文明から出でて、

自ら一家を成したが如くである。 したがって何の哲学

思想もないが日本に日本固有の文明があると言っても

差し支えはなく 、それは芸術と生活の方面において最

も顕著である。） （鳥谷訳、下線）

日本文化が引用の下線部に見えるように「中国と西洋に

取材しているのは本当であるが、一通りの調整を経て、そ

れを日本は自分のものとした」のに対し、彼の「現実」社

会であり、盲目的に近代化に走る北京の現実からは、西洋．． 
文化との融合の上で独自の文化を作り上げているようには

感じられない。その上、日本は中国と同じ東アジアの国で

ありながら、「芸術と生活の面に顕著」な独自の文明を有し

ていると周作人は認識している。その体現ともいえる北京

の文化を目の当たりにして、半ばやりきれず、もどかしさ

を感じる周作人の姿を上の引用文から見てとれるのではな

いだろうか。

今述べた二点をまとめると、現実社会である首都北京は、

周作人にとって、近代中国そのものであることに他ならな

い。周作人にとって、中国文化は、古来より日本に模倣さ

れておきながら、彼の「趣味」に欠く文化のように感じら

れてならなかったのだろう。近代知識人として、自国の文

化に期待するからこそ、こうした「現実」にもどかしさや

切なさを感じていたのだ。こうして、例えば「北京の菓子

がまずい」などと北京の文化批判を行ったということが考

えられるだろう。

ここで、このような20年代の周作人の文化観は、 30年代

にも一部引き継がれていることを指摘しておきたい。 1935

年から 1937年にかけて書いた「日本管窺」四篇

(1935"-'1937) 45からは、 20年代の彼自身の言葉を多く引用

し、肯定している箇所を多く見ることができる丸周作人が

20年代に知識人としての姿勢を持ちながら、日本憧憬と「現

実」社会である北京と向かい合い、文化批判を行っていた

ことを窺うことができる。

例えば「日本管窺之ニー日本的衣食住」 (1935)をここで

確認しておく。この文章は、中国の清末外交官黄遵憲

(1848-1905)の詩集 「日本雑事詩J(1885)の日本家屋や

生活に関する部分を大幅に引用して書かれたもので、日本

のふすま、床の間、蚊帳、座蒲団等について細かい描写が

ある。周作人は、「こういう日本式の家屋が私は好きだ。 〔中

略〕あの部屋の便利で格別に簡単な生活に向いているとこ

ろだ」と、説明する。これは、前述の彼の日本留学期の回

想文と一致する感想である。

「便利で格別に簡単な生活」という、 周作人の個性であ

る趣味的な感受性が日本文化に集約されているのであり、

裏を返せば、周作人の「趣味」の側面の一部は確実に日本

文化の影響により形成されているのだと言える。こうした

日本文化の影響を受け、 30年代には、北京といった都市の

枠からさらに越えた中国国家への、具体的な伝統文化批判

に言及が及び、宦官や纏足、八股文、阿片を「中国の汚れ」

と辛辣に批判をした鸞そして、さらに次のように語る。

「我固深欽日本之善於別摺、 一面却亦初夢想中国能於将

来蕩漁此諸染汚」

（私は日本が識別と選択に長じていることに元来深く感

服しているが、一方では中国が近い将来これ らもろも

ろの汚れを一掃できることを夢想するのである）

（鳥谷訳）

このように「日本管窺」は、 30年代の作品とはいえ、 20

年代の彼の文化観と通じるところが確認できる丸周作人

の記述から、彼の一環した中国文化に対する強い 「期待」

を感じることができ、同時に、 彼の中国近代知識人 として

の 「自覚」を認めることができよう。

“ 周作人「日本管窺之ー」 1935年5月13日［国聞週報J12巻第18期、「日本管窺之二」1935年6月24日「国聞週報」 12巻第24期、「日本管窺

之三」1936年1月 1日「国聞週報J13巻第 1期、 「日本管窺之四」1937年6月16日「国聞週報J14巻第25期。以上、鐘叔河編「周作人文類編・

日本管窺 7巻J（湖南：文芸出版社、 1998年）参照。
“ 本文中で前述したが、周作人の文化観や思想は時局やそれぞれの時代の文学思潮と共にめまぐるしく変遷しており、特に中国30年代は、

1931年の満州事変に始まり、 1937年の慮溝橋事変といった日本軍による侵略戦争が長く続いた暗黒の時代であった。20年代と30年代では、周

作人の中国文化に対する期待や、日本文化への言及は当然違ってくるところがある。

” 周作人「日本管窺之二」「苦竹雑記』（前掲） 156-165頁参照。
“ ただし、 30年代の周作人の文化に関する記述は、歴史的状況の影響を受けて書かれているため、松枝が言うよ うな20年代の俳文を思わせ
るような趣味的な情趣は影を潜めている。
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